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【
相
談
】

低
金
利
で
即
融
資
を
す
る
と

い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届

い
た
の
で
、
１
５
０
万
円
の
融

資
を
申
し
込
む
と
「
保
証
金
が

必
要
」
「
返
済
能
力
を
み
る
」

等
と
お
金
を
要
求
さ
れ
た
。
融

資
を
し
て
も
ら
お
う
と
、
数
回

に
わ
た
り
計
50
万
円
を
送
金
し

た
が
、
融
資
は
さ
れ
ず
、
連
絡

も
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

近
年
、
低
金
利
、
保
証
人
・

担
保
不
要
、
即
融
資
な
ど
と
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
誘
い
、
融

資
を
申
し
込
む
と
「
保
証
金
」

「
保
険
料
」「
手
数
料
」
等
の
名

目
で
事
前
に
お
金
を
振
り
込
ま

せ
、
融
資
は
せ
ず
お
金
を
だ
ま

し
取
る
融
資
保
証
金
詐
欺
が
ヤ

ミ
金
融
の
手
口
と
し
て
多
発
し

て
い
ま
す
。
国
ま
た
は
都
道
府

県
へ
の
登
録
を
行
わ
ず
貸
金
業

を
行
う
ヤ
ミ
金
融
は
、
相
手
を

特
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
問

題
解
決
が
非
常
に
困
難
と
な
り

ま
す
。

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
登
録
さ
れ
て
い
る
貸
金
業

者
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
、
ヤ
ミ
金
融
の

融
資
の
誘
い
に
安
易
に
応
じ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

融資を申し込むとお金を要求された　　　
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周防大島町行政改革大綱及び
実施計画案について答申

周
防
大
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
嶋
元
貢
会

長
）
は
、
12
月
２
日
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
周
防
大
島
町
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画

案
に
つ
い
て
、
中
本
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

答
申
書
で
は
、
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
の
内
容
は

概
ね
適
切
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
早

期
に
定
員
適
正
化
を
進
め
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ

る
等
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
周
防

大
島
町
の
未
来
を
拓
き
、
真
に
住
民
の
幸
せ
と
町
政

の
発
展
を
め
ざ
し
た
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

東
京
大
島
郡
人
会
総
会
を
開
催

11
月
29
日
東
京
青
山
に
お
い
て
、
東
京
大
島
郡
人

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
郡
人
会
の
設
立
は
明

治
時
代
で
、
平
成
14
年
に
は
１
０
０
周
年
記
念
総
会

を
行
う
な
ど
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
総
会
で
１
２
２
回
を
数
え
、
町
か
ら

は
中
本
町
長
、
新
山
議
長
を
は
じ

め
町
議
会
議
員
が
出
席
。
地
元

選
出
の
国
会
議
員
や
多
数
の
東

京
在
住
者
が
集
ま
り
親
交
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
総
会
で
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
東
京
た
ち

ば
な
会
長
の
浜
西
節
郎
さ
ん

（
安
下
庄
出
身
）
が
新
会
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。


